
峡西病院・峡西老人保健センター・きづな
・アルプス訪問看護ステーション

ウインク、モヌッカ、ユニコーン、カッタクルガン、ピッテロブランカ。はて、何のことかわかり

ますか。これはすべて山梨で栽培されているブドウの品種です。世界で生産される果物生産高の中で

ブドウは一番、世界中で栽培されています。いま世界で人気なのがシャインマスカット。10年ほど

前から店頭に並び始め、瞬く間に普及した青系ぶどうです。特有のさわやかな香りと糖度20度近く

まで達する甘さ、しかも皮ごと食べられて種なしという、まさに良いことづくめの品種です。山梨で

一番栽培の多いのは巨峰で、全生産量の30%程度。これに次いでピオーネ、デラウエア、シャイン

マスカットと続き、この４種で全生産量の約70％を占めます。
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法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
一
定
規
模

以
上
の
法
人
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
職
員
の
安
全
及
び
健

康
の
確
保
並
び
に
快
適
な
職
場
環
境
の

形
成
を
促
進
す
る
た
め
の
安
全
衛
生
管

理
体
制
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
規
定
に
基
づ
き
当
法
人
で
は
労

働
衛
生
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
は
月
に
一
回
開
催
し
、
主
に
以

下
の
事
柄
に
つ
い
て
、
検
討
～
準
備
～

実
施
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
職
員
の
危
険
及
び
健
康
障
害
を
防
止

す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
べ
き
対
策
に

関
す
る
こ
と
。

・
改
正
健
康
増
進
法
の
一
部
が
施
行
さ

れ
、
当
法
人
で
も
「
敷
地
内
禁
煙
」
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
対
し
て

も
禁
煙
の
機
会
を
与
え
、
か
つ
奨
励
し

疾
病
予
防
な
ら
び
に
健
康
増
進
を
図
れ

る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

②
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
の
基
本
と
な
る
べ
き
対
策
に
関
す
る

こ
と
。

・
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
全
職

員
を
対
象
と
す
る
健
康
診
断
を
年
一
回
、

ま
た
、
夜
勤
労
働
者
に
対
し
て
は
健
康

診
断
を
年
二
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

例
年
の
事
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
実
施

に
向
け
て
の
諸
々
の
準
備
や
実
施
を
担

当
し
ま
す
。

③
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
に

関
す
る
こ
と
。

・
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
労
働
衛
生
委
員
が

実
施
事
務
従
事
者
と
し
て
、
実
施
日
程

の
調
整
～
実
施
等
の
各
種
事
務
処
理
を

担
当
し
ま
す
。

　

管
理
者
は
、
快
適
な
職
場
環
境
の
実

現
及
び
労
働
条
件
の
改
善
を
通
じ
て
、

職
員
の
安
全
及
び
健
康
を
確
保
す
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
職
員
も
、
管
理
者
が
講

ず
る
職
員
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
並

び
に
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
の
た
め

の
措
置
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
職
場
環
境
に
な
る
と
考
え
、
ま
た
、

「
病
は
気
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
体
だ
け
で
な
く
心
も
統
合
し
た
予

防
を
総
合
的
に
行
う
こ
と
で
、
職
員
が

健
康
に
対
し
て
不
安
を
抱
え
る
こ
と
な

く
働
け
る
と
考
え
、
委
員
会
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

法
人
委
員
会
紹
介

労
働
衛
生
委
員
会

　

当
院
は
治
療
抵
抗
性
の
統
合
失
調
症

の
治
療
に
ク
ロ
ザ
ピ
ン
（
商
品
名
ク
ロ

ザ
リ
ル
）
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
き
ち
ん
と
服
用
し

て
い
て
も
、
幻
覚
妄
想
な
ど
の
精
神
症

状
な
ど
が
良
く
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
反
応
性
不
良
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
副
作
用
が
生
じ
や
す
い
た
め
に
、

必
要
な
量
の
薬
を
投
与
で
き
ず
、
そ
の

た
め
に
病
状
が
良
く
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
、
こ
れ
を
「
耐
容
性
不
良
」
と
い

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
「
反
応
性
不
良
」

と
「
耐
容
性
不
良
」
を
ま
と
め
て
「
治

療
抵
抗
性
」
と
い
い
ま
す
。

　　

ク
ロ
ザ
ピ
ン
は
こ
の
よ
う
な
「
治
療

抵
抗
性
」
の
状
態
に
あ
る
統
合
失
調
症
の

方
に
も
有
効
な
場
合
が
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
唯
一
の
薬
で
す
。
日
本
で
行
わ

れ
た
臨
床
試
験
で
は
、
治
療
抵
抗
性
と
さ

れ
る
方
の
う
ち
約
57
〜
67
％
で
精
神
症

状
の
改
善
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ロ

ザ
ピ
ン
は
多
く
の
国
で
使
わ
れ
て
お
り
、

日
本
に
は
平
成
21
年
に
導
入
さ
れ
、
令

和
３
年
３
月
末
ま
で
に
の
べ
一
万
一
千

人
以
上
の
方
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

統
合
失
調
症
の
方
で
、
他
の
薬
で
治

療
し
て
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
症
状
な

ど
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
ク
ロ
ザ
ピ
ン

の
投
与
を
検
討
し
ま
す
。

・陽
性
症
状
（
幻
覚
、
妄
想
、
興
奮
な
ど
）

が
改
善
し
な
い
場
合

・
陰
性
症
状
（
無
気
力
、
無
関
心
な
ど
）

が
改
善
し
な
い
場
合

・
そ
の
他
、
統
合
失
調
症
に
よ
る
症
状
・

行
動
（
多
量
に
水
を
飲
ん
だ
り
、
自
分

を
傷
つ
け
た
り
、
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど
）

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合

・
錐
体
外
路
症
状
（
手
足
の
こ
わ
ば
り
、

ふ
る
え
、
じ
っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な
い

な
ど
）
の
た
め
、
精
神
症
状
の
改
善
に

必
要
な
量
の
薬
が
服
用
で
き
な
い
場
合

・
再
発
・
再
入
院
が
繰
り
返
さ
れ
る
場
合

・
こ
れ
ま
で
の
薬
に
よ
る
治
療
の
継
続
が

難
し
い
場
合

ク
ロ
ザ
ピ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
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在
宅
支
援
の
一
環
と
し
て
、
自
宅
で
も

嚥
下
調
整
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
支
援

体
制
を
構
築
す
る
。

　
こ
の
目
標
の
背
景
と
し
て
は
、
嚥
下
障

害
の
あ
る
方
が
自
宅
で
の
食
事
に
困
り
、

低
栄
養
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
う
と
い
っ
た
現
状
が
あ
る
。
嚥
下
食

を
自
宅
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
問
題
が
少
し
で
も
解
決
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
こ
の
目
標
を
設
定
し
た
。

①
情
報
収
集

　

老
健
の
通
所
利
用
者
を
対
象
と
し
た
嚥

下
食
の
持
ち
帰
り
を
メ
イ
ン
に
置
き
、
情

　

在
宅
訪
問
資
料
の
作
成
も
行
っ
た
。
嚥

下
調
整
食
分
類
に
つ
い
て
の
資
料
を
作
成

し
、
個
人
に
合
っ
た
市
販
品
が
選
択
で
き

る
よ
う
説
明
や
注
意
点
を
伝
え
た
。
こ
の

他
に
も
、「
嚥
下
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
や
「
特

別
用
途
食
品
」な
ど
様
々
な
分
類
が
あ
る
。

　
③
内
容
の
検
討

　

レ
ン
ジ
を
使
用
し
た
嚥
下
食
の
温
め
時

間
の
検
証
や
、
メ
ニ
ュ
ー
表
の
作
成
・
容

器
の
検
討
や
調
理
工
程
の
確
認
を
行
い
、

実
際
に
持
ち
帰
り
を
始
め
る
際
、
ス
ム
ー

ズ
に
動
き
始
め
ら
れ
る
よ
う
事
前
の
準
備

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
持
ち
帰
る
際
は

そ
の
日
の
夕
食
分
を
帰
り
に
渡
す
こ
と
が

可
能
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

　

嚥
下
食
の
持
ち
帰
り
は
、
許
可
の
取
得

や
申
請
を
行
え
ば
可
能
で
あ
る
こ
と
、
持

ち
帰
る
際
は
そ
の
日
の
夕
食
分
を
、
通
所

の
帰
り
に
提
供
可
能
と
い
う
結
論
と
な
っ

た
。
在
宅
支
援
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
環

境
に
合
わ
せ
た
資
料
を
作
成
す
る
こ
と

で
、
介
護
者
の
不
安
の
軽
減
に
繋
が
る
よ

う
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
嚥
下
食
の
持
ち
帰
り
に
は

①
介
護
者
の
負
担
軽
減

②
状
態
に
合
っ
た
食
事
が
提
供
で
き
誤

嚥
・
低
栄
養
の
リ
ス
ク
を
回
避

③
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
入
院
を
予
防
で

き
、
継
続
的
な
利
用
の
確
保
な
ど
様
々

な
効
果
が
期
待
で
き
る

　

持
ち
帰
り
の
実
施
に
は
、
ク
リ
ア
す
べ

き
問
題
が
多
く
あ
る
。
非
現
実
的
だ
と

思
っ
て
い
た
持
ち
帰
り
が
実
現
可
能
だ
と

分
か
り
、
そ
れ
に
向
け
た
第
一
歩
を
踏
み

出
せ
た
こ
と
は
今
回
の
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
感
じ
る
。

　

今
後
も
各
部
署
と
連
携
を
取
り
早
期
の

開
始
を
目
指
し
て
い
く
。

目　
標

◇優秀賞◇
栄養G

中嶌千里・渡辺佳代

報
収
集
か
ら
開
始
し
た
。
保
健
所
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
許
可
の
取
得
や
届
け

出
を
行
え
ば
可
能
で
あ
る
と
の
返
事
を
い

た
だ
い
た
。
そ
の
時
点
で
実
行
可
能
と
判

断
し
、
目
標
管
理
の
内
容
と
進
捗
状
況
を

法
人
に
報
告
し
た
。
必
要
な
許
可
の
詳
細

は
大
き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち

嚥
下
食
の
持
ち
帰
り
は
飲
食
店
営
業
に
該

当
す
る
。
図
面
や
必
要
書
類
の
提
出
を
行

え
ば
取
得
可
能
と
の
こ
と
で
、
取
得
に
向

け
準
備
を
し
て
い
る
。

②
資
料
作
成

　

在
宅
支
援
に
必
要
な
資
料
を
作
成
し

た
。
ま
ず
、
食
事
形
態
表
の
作
成
を
行
っ

た
。
他
施
設
の
表
を
参
考
に
一
覧
を
作
成

す
る
こ
と
で
食
形
態
の
比
較
が
容
易
と
な

り
、
入
退
所
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

結　
果

ま
と
め

理　
由

活
動
内
容
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今
回
の
会
場
は
美
術
館
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
展
示
に
よ
り
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
会
場
内
の
動

線
、
見
や
す
い
展
示
の
高
さ
、
作

品
が
よ
り
生
き
生
き
と
印
象
強
く

見
え
る
よ
う
に
と
、
実
行
委
員
の

工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ー
ト
展
の
特
徴
の
一
つ

は
、
来
場
者
の
方
も
一
緒
に
作
れ
る

『
共
同
作
品
』
制
作
で
す
。
テ
ー
マ

の
中
の
一
文
字
で
も
あ
る
「
動
」
を

大
き
く
模
造
紙
に
書
き
、
赤
い
折

り
紙
を
貼
っ
て
く
り
ぬ
き
ま
し
た
。

こ
の
上
に
来
場
者
の
想
い
や
、
夢
、

希
望
や
感
想
な
ど
を
付
箋
に
書
い

て
も
ら
い
貼
っ
て
い
く
、
ま
た
は

「
い
い
ね
シ
ー
ル
」
を
貼
っ
て
も
ら

う
と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る

共
同
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
各
作
品
に

来
場
者
が
コ
メ
ン
ト
で
き
る
工
夫

を
し
ま
し
た
。「
い
い
な
」
と
思
っ

た
作
品
に
シ
ー
ル
や
感
想
の
ふ
せ

ん
を
貼
る
な
ど
、
作
者
と
来
場
者

を
つ
な
げ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

賞
の
な
い
展
示
会
で
す
が
、
こ
の
コ

メ
ン
ト
が
何
よ
り
の
賞
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

展
示
会
終
了
後
の
実
行
委
員
の

思
い
は
、
全
員
が
「
楽
し
か
っ
た
」

と
の
一
言
と
、
笑
顔
が
印
象
的
で
し

た
。
次
回
の
夢
や
希
望
も
語
ら
れ

て
お
り
、
更
な
る
前
進
へ
の
挑
戦
に

ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

《《 テーマ 》》

動きだす

　
8
月
5
・
6
日
、
南
ア
ル
プ
ス
市
立
美
術
館
に
て
第
2
回
フ
レ
ン

ズ
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
南
山
会
の
皆
様
よ
り
60
点
の
作

品
応
募
が
あ
り
、
2
日
間
で
94
人
の
方
の
ご
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
レ
ン
ズ
ア
ー
ト
は
、
峡
西
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
発
案
企
画

し
た
も
の
で
す
。

　

実
行
委
員
は
利
用
者
7
名
と
ス
タ
ッ
フ
2
名
で
構
成
さ
れ
、
フ

レ
ン
ズ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
障

害
者
芸
術
活
動
を
推
進
す
る
山
梨
ア
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
Y
A
N
）
様
の
サ
ポ
ー
ト
も
い
た
だ
き
、
今
回

も
無
事
に
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　第２回フレンズアート展のテーマは「動きだす」
です。この言葉には、私達の目の前にある精神障害
という壁を乗り越えて、社会生活を送るためには自
分達が一歩前進し、「動きださなければいけない」と
いう考え、「私たちにもできるんだ」という自信、「障
害に対する偏見が少しでも無くなってほしい」とい
う願いなど、いろいろな意味が込められています。

フレンズ
アート展
フレンズ
アート展
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

　当施設の「看取りケア検討委員会」は介護士・看護師・ケアマネ・支援相談員で構成され、看取り
ガイドラインを確認しながら、ご家族の意向に添った看取りケアの体制作りを行なっています。
　老人保健施設の「看取り」に対する考え方として、当センターでは、医師の診断のもと、心身機能の
障害が回復不能な状態にあり、近い将来死に至ることが予想される利用者に対し「看取り」を行ない
ます。「看取り」においては本人や家族の意思を最大限に尊重しながら、死に至るまでの期間、尊厳を
保ち、苦痛を緩和し、減衰する生命活動に沿った医療・看護・介護を含む総合的な援助を行います。
　看取りの同意後は毎月、管理栄養士・リハビリスタッフを含め、多職種でカンファレンスを実施し、
「その人らしさ」を尊重した看取りが出来るよう支援しています。

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

看取りケア検討委員会

今月の活動記録

  野菜スタンプアートをし
ました！ 作品は老健３Ｆに
掲示されていて、エレベーター
を下りると見れるので、毎月楽しみ
にしてます！

七夕会！ゲームをしたり、短冊に
お願い事を書いて吊るしました。

  餃子の皮でピザ
作りをしました！
炒めたりも上手に
してくれ
ました。

一般棟

お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
!!

通所リハビリ

認知症専門棟か
き
氷
の
会
で
は
、
ト
ロ
ミ
の
付
い
た

　
か
き
氷
を
皆
で
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
！

毎回美味しそうにラーメンを
食べているんです！いい顔しな
がら黙々と食べてます！

野
菜
の
苗
を
植

え
に
来
ま
し
た
。

沢
山
収
穫
で
き

る
か
な
ぁ
～
!!
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今回は、地域連携室　工藤和代子さんに
おすすめの本を聞きました！

本の題名：モモ
（作者：ミヒャエル・エンデ／出版社：岩波書店／出版年月日：1976年）

●読んだきっかけは？
　小学５年生、転校することになり、担任の先生からいただいた本。それが「モモ」だった。
この本は有名すぎて「いまさら紹介なんて」といわれそうだが、思い出の１冊として紹介する。

●おすすめのポイントは？
　小さな女の子「モモ」が、人々の大切な時間を奪っていく「灰色の男達」から、奪われた
時間を取り戻す物語。約50年前に書かれた作品だが、現代を象徴しているかのよう。お金が
あれば本当に心が満たされた豊かな生活が送れるのか。お金を稼ぐため時間に追われ、ゆっくり
対話する時間はない。高価なおもちゃを与えられ続け想像力は欠如。すぐに飽き、次から次へ
と消費していくが、心は一向に満たされない。児童文学ではあるが、大人が読んでも心に響く
ものがあるのではないだろうか。映画化もされているが、是非本を手に取って読んでいただき
たい１冊である。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として設立され
たものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間形成に努めるべ
きである。
■　臨床倫理
１．精神障害者を扱う医療機関として、患者様の人格尊重や意思の尊重、自己決定権の尊重を最大限配慮
した医療を展開いたします。

２．患者様の機能的状態や病状に対する説明、診療内容、必要な事項の説明を、わかりやすく丁寧に行い
ます。

３．当院での医療が納得して受けいれられるように、患者様が他医療機関でセカンド・オピニオンを求め
る機会を支援いたします。

４．当院での医療にとどまらず、かかりつけ医療機関・福祉介護施設・障害者社会復帰施設などとの連携
を深めて、患者様の生活の場を重視した医療とケアを目指します。

日常の倫理的問題に適切・迅速に対処するため、職業倫理・臨床倫理に関する検討を定期的に行います。
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私
の
趣
味
に
つ
い
て
。
私
は
、
自
分
で
自
分
の
こ
と
を

完
全
に
イ
ン
ド
ア
派
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
家
で
何
を

し
て
い
る
か
と
言
う
と
、
美
味
し
い
お
茶
を
煎
れ
て
、
本
を

読
ん
だ
り
映
画
を
観
た
り
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
手
の
込
ん
だ

料
理
を
作
っ
た
り
と
、
派
手
な
こ
と
は
一
切
な
い
。
そ
の
中

で
も
読
書
は
、
物
心
つ
い
た
時
か
ら
の
趣
味
で
あ
る
。
幼
い

頃
か
ら
暇
さ
え
あ
れ
ば
本
に
齧
り
つ
い
て
い
た
私
を
「
本
の

虫
」
と
か
ら
か
い
な
が
ら
も
、
マ
メ
に
図
書
館
へ
連
れ
て
行

き
、
折
に
触
れ
て
本
を
買
い
与
え
て
く
れ
た
母
に
は
感
謝
し

て
も
し
切
れ
な
い
。
幼
少
期
の
読
書
体
験
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

大
人
に
な
っ
た
今
も
、
本
を
読
む
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
だ
。
そ
ん
な
筋
金
入
り
の
イ
ン
ド
ア
派
の
私
だ
が
、

最
近
で
は
ア
ウ
ト
ド
ア
好
き
の
主
人
に
連
れ
ら
れ
て
、
外
出

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
四
季
折
々
の
風
景
を
観
に
行
っ

た
り
、
渓
流
釣
り
の
お
供
を
し
た
り
、
自
宅
の
庭
で
七
輪
焼

き
を
楽
し
ん
だ
り
。
こ
れ
が
実
に
楽
し
く
、
自
分
で
も
驚
い

て
い
る
。
当
面
の
私
た
ち
の
目
標
は
、
二
人
で
キ
ャ
ン
プ
に

行
く
こ
と
。
は
や
り
の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
も
気
に
な
る
、
思
い

切
っ
て
テ
ン
ト
を
買
お
う
か
。
火
は
炭
が
良
い
か
、
焚
火
も

起
こ
し
て
み
た
い
。
今
度
の
休
日
は
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
店
へ

行
っ
て
み
よ
う
か
。
そ
ん
な
情
報
収
集
ま
た
楽
し
い
も
の
。

趣
味
が
広
が
る
と
、
人
生
は
間
違
い
な
く
豊
か
に
な
る
と
、

つ
く
づ
く
思
う
。

老 

健　
　
早
川　
夕
佳

　
「
コ
ロ
ナ
」
が
日
本
で
公
表
さ
れ
て
か

ら
早
い
も
の
で
も
う
３
年
が
経
ち
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
に
は
第
７
波
と
さ
れ
、
過

去
最
多
の
感
染
者
数
が
毎
日
の
よ
う
に
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
日
本
で
も

色
々
な
事
が
変
化
し
ま
し
た
。

　

３
年
前
、
私
の
子
供
は
小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
で
共
に
卒
業
の
年
で
し
た
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
の
怖
さ
は
周
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
着
々
と
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
直

前
に
な
っ
て
卒
業
生
と
先
生
の
み
の
卒
業

式
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
し
た
が
例
外
は
な
く

他
保
護
者
と
一
緒
に
学
校
の
敷
地
外
か
ら

そ
っ
と
見
守
っ
た
事
を
今
で
も
少
し
淋
し

く
覚
え
て
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
に
も
き
ち
ん
と
挨
拶
出
来
な
か
っ
た

の
を
子
供
と
話
し
た
事
が
昨
日
の
様
で
す
。

　

中
学
卒
業
に
関
し
て
は
、
見
守
る
事
も

出
来
ず
短
時
間
で
ク
ラ
ス
内
で
行
わ
れ
た

為
感
動
も
な
く
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
入
学
式
も
延
期
。
高
校
で
は

入
学
式
が
な
く
高
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
学
園
祭
も
部
活
動
も
見
学
す
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
子
供
達
も
又
、
卒
業
の
年
で

す
。
今
度
こ
そ
は
見
届
け
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
「
あ
た
り
ま
え
」
で
あ
っ
た
事
の

有
り
難
さ
を
最
近
特
に
痛
感
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
だ
け
が
悔
し
さ
や
淋
し
さ

を
味
わ
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
全
て
の
人

が
我
慢
し
た
３
年
間
だ
と
思
い
ま
す
。
小

さ
な
事
で
も
楽
し
く
、
有
り
難
く
考
え
て

い
け
た
ら
、
全
て
の
人
が
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た

と
思
わ
ず
に
済
む
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｂ 

Ｇ　
　
長
沼　
美
和

今
月
は
「
こ
ち
ら
編
集
室
」
は

お
休
み
で
す
。
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お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

10日　外来ケアプロセス会議

14日　ケアプロセス全体会議

20日　企業との連携を考える
　　　 研修会

27日　高齢者プロジェクト

9月

我が家の犬はなぜかご飯を食べたあと
　　　　　　ひっくり返って寝ます。

そ
う
め
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テ
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